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宮城県特別支援教育将来構想実施計画（後期）について  
 

 

１  策定の経緯  

 平成２７年３月に策定した特別支援教育将来構想は，計画期間を平

成２７年度から令和６年度までの１０年間とし，前期５か年について

実施計画（前期）を策定して事業を進めていたところ。令和２年３月

で前期５か年が終了することから，後期５か年の実施計画（後期）を

策定し，その着実な実施と進行管理を図るもの。  

【審議会の開催状況等】  

令和元年  ７月１２日  第１回宮城県特別支援教育将来構想審議会  

１０月３０日  第２回宮城県特別支援教育将来構想審議会  

令和２年  １月２２日  第３回宮城県特別支援教育将来構想審議会  

    ２月１０日  答申  

 

２  実施計画（後期）の概要  

 Ⅰ  はじめに  

  ○各事業に達成目標や取組方針を設定。年度毎に自己評価を実施  

 Ⅱ  実施計画（前期）の振り返り  

  ○実施計画前期の取組に対する成果と課題を整理  

 Ⅲ  各学校等の現状と課題  

  ○各学校種における特別支援教育の現状と課題を整理  

   【小・中学校における課題】  

    ・特別支援学級に在籍する児童生徒数の増加  

・中学校でも教育的ニーズに応じて，通級による指導を受け  

られる体制  

    ・特別支援教育を担当する教員の専門性向上が重要  

   【高等学校における課題】  

    ・通級による指導・入院生徒に対する教育保障の取組が必要  

   【特別支援学校における課題】  

    ・仙台圏域における知的障害種の特別支援学校の狭隘化  

    ・視覚支援学校及び聴覚支援学校の学部・学科の見直し  

   【就学前から学校卒業後まで】  

    ・就学前から学校卒業後までの切れ目のない支援体制の構築  
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 Ⅳ  実施計画（後期）の取組の視点  

  ○将来構想で掲げる目標達成に向けて，３つの優先課題を設定  

  優先課題１  切れ目ない支援体制の確立  

  優先課題２  多様な教育的ニーズに対応した教育環境整備の  

推進  

   優先課題３  インクルーシブ教育システムの構築  

 

 Ⅴ  具体的な取組  

  ○令和２年度以降の取組と事業内容を掲載  

 Ⅵ  実施計画（後期）の施策体系  

  ○具体的な取組毎の達成目標・取組方針及び実施年度を記載  

 

３  実施計画（後期）のポイント  

○各事業に達成目標や取組方針を設定し，年度毎に評価を行い  

適切な進捗管理を実施  

○個別の教育支援計画を活用した幼児期から学校卒業後までの  

切れ目ない支援体制を整備  

○特別支援学校だけではなく，小・中学校及び高等学校等にお  

いても特別な支援を必要とする児童生徒に対する取組を実施  

○障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が共に学ぶ教育環  

境づくりの取組を実施  

 


